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論文審査　の　結果　の　要　旨
コムギは従来冷涼な気候のもとで栽培され，栽培面積は広い適応性により穀作物中世界最大で
ある。コムギ栽培は消費量の増加に伴い，高温，乾燥などコムギにとって劣悪な環境の地域にま
で拡大した。スーダン中部でも高温，乾燥下でコムギの潅概栽培がされ，そのような環境での継
続的生産には，良質多収の耐暑性の高いコムギ品種の育成が必要不可欠である。本論文では（1）
高温乾燥下で潅漑栽培されたコムギの収量および品質に及ぼす高温の影響，（2）耐暑性コムギ品
種育成のための選抜指標の探索，（3）熱ストレス下での梓貯蔵の窒素および非構造炭水化物の再
移動，（4）収量および収量構成要素に及ぼす高地温および高地温と高気温との相互作用，につい
て検討した。
1．高温乾燥下で潅概栽培されたコムギの収量および品質に及ぼす高温の影響
スーダンのⅥｈｄＭｅｄａｎｉで2000／01に15品種を，2002／03に18品種を供試し，適期播種栽培
と登熟期が高温である晩播栽培を行った結果，登熟期の高温は品質を高めるが，収量を減少させ，
その反応程度に品種間差異が認められたことにより，高温の登熟期でも一定量の収量が得られる
良質品種の育成は可能であることを明らかにした。
2．耐暑性コムギ品種育成のための選抜指標の探索
コムギ品種10品種をスーダン，Ⅵねｄ Ｍａｄａｎｉで適期，早期，晩期に播種し，生育初期の高温
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ストレス耐性に関する選抜指標としてバイオマス，単位面積当たりの粒数，穂数および栄養生長
速度が，また，登熟期の高温ストレス耐性に関する選抜指標として収穫指数，千粒重，種子登熟
達度がそれぞれ有効であることを明らかにした。
3．熱ストレス下での梓貯蔵の窒素および非構造炭水化物の再移動
窒素（Ｎ）の再移動に関して18品種，非構造炭水化物（ＴＮＣ）の再移動に関して9品種をそ
れぞれ供試した。供試材料をポット栽培し，開花後5日目に最高温度30℃以下のビニルハウスと
最高温度38℃の自然光人工気象箱に分けて搬入し，温度処理を行った。収量，粒重，登熟期間，
収穫指数は高温処理により全供試品種で減少したが，減少程度に品種間差異が認められた。Ｎ再
移動効率は多くの品種で熱ストレスを低下し，収量，粒重。収穫指数，種子登熟期間との間に有
意な正の相関を示した。一方，ＴＮＣ再移動効率は熱ストレス下で上昇し，その上昇程度に品種
間差異が存在した。なお，熱ストレス下でのＴＮＣ再移動効率は主梓の収量，粒重，収穫指数と
の間に正の相関を示した。
熱ストレス下での止葉のクロロフィルの消失割合がＮおよびＴＮＣ再移動効率との間に正の相
関が認められ，再移動効率は葉の老化と関連あることを示唆した。熱ストレスは収量，収量構成
要素およびＮ再移動効率に抑制的に作用するが，ソースとしての必要性からＴＮＣ再移動効率を
高める作用をすることが明らかとなった。すなわち，コムギの耐暑性品種では熱ストレス下での
種子登熱のために，梓貯蔵ＴＮＣを効率的に主梓の穂に移動させることを明らかにした。
4．収量および収量構成要素に及ぼす高地温および高地温と高気温との相互作用
耐暑性の異なるコムギ品種Ｉｍａｍ，ＦａｎｇおよびＳｉｅｔｅＣｅｒｒｏｓの3品種を用いて，栄養生長期，
登熟期にそれぞれ地下部と地上部の温度を組み合わせた温度処理を行い，生育に及ぼす影響を検
討した。
栄養生長期には気温と地温の組合せが22／22℃，22／38℃および38／38℃の3条件で処理を行っ
た結果，22／38℃と38／38℃処理は全供試品種において対照の22／22℃区に比べ光化学系Ⅱ光量子
収量（◎ｐｓⅡ），光合成速度，標準葉面積，根の生長を減少させた。地上部乾物重および葉面積は
38／38℃処理では減少したが，22／38℃処理では影響を受けなかった。耐暑性品種であるＦａｎｇお
よびＩｍａｍは菓重，葉面積を減少し，特定の葉にクロロフィルを集積することにより地上部，地
下部の高温に反応し順化したが，Ｓｉｅｔｅ Ｃｅｒｒｏｓは高温に反応できず，地下部のみの高温下でもク
ロロフィル含量，◎ｐｓⅡ，光合成速度の低下が生じ，生育が抑制された。
登熟期の26／26℃，26／38℃，38／38℃の温度処理では，26／38℃および38／38℃処理はクロロフ
ィル含量，登熟期間を減少させ，炭水化物の再移動すなわち梓や根の炭水化物の消失を増加させ
たが，その程度に品種間差異が存在した。38／38℃区の収量，バイオマス，粒数，収穫指数は他の
処理区より有意に低かった。Ｉｍａｍは地下部の温度が高い26／38℃区で収量が26／26℃区より低下
した。ＳｉｅｔｅＣｅｒｒｏｓは38／38℃区で収量，粒重，粒数，収穫指数が有意に低下した。これらの結果
は，高地温が単独または高気温との相互作用でコムギのクロロフィル含量，登熱期間を減少させ，
炭水化物の再移動を増加させることを明らかにした。
以上のように，本論文は圃場条件，制御条件下での地温，気温の熱ストレスに対するコムギの
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反応における品種間差異を明らかに，コムギの耐暑性育種における選抜に関する貴重な基礎資料
を提供するものであり，学位論文として価値あるものとして判定した。
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